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ugliest秒で前にだした音が聞こえて
いる ⇒ t.ES］前とする.
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ドップラー効果の式をたてると

f = T o o f。二vs f i v e ,



国続

%

斗めドップラーで円運動時を考える
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ひが分解されていないのでこのとき最大
曜則る 接線が軸となる
点で最大となる
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今回のモデルを書くと
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三角形なので｡最大とな

円運動の周期をTとすると120°回転するまでの時間七は
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円運動の周期Tは
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2式より
たTths=2たん。...ドップラー効果でfが最も大きく

なる音が発射される時刻、

ここから観、測者に音が届くまでの時の間atは
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よって音が聞こえる時刻は
trot=Tunnel+BAT
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このとき、音源がひで近づくドップラー効果が
おきているので、聞こえる音の振動数は
f '=、， _
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、て、ご禅振動をする
P通過時をた0としたら.
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でひの最大値で
ひけ） C o sw t このように式にできる

適当な時刻tでの作図をする。変数であるIce，とひけ）が
正のイ直をとるときを書くようにすることで、値がマイナスに
なるときは、符合が勝手に逆になる、という立式ができる.
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（振動数につい
ひけ）Costで音源が遠ざかるドップラー効果であるので
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これをf'の式に代入すると

f'=（ながーが
解答の形に合わせると
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